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中
国
趣
味
者
と
し
て
の
芥
川
龍
之
介
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
中
国
に
関
連
す
る
作
品
を
数
多
く
創
作
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
反
映
さ
れ
て
い
る
中
国
表
象
は
一
貫
し
た
も
の
で
は
な
く
、
大
正
十
年
の
中
国
旅
行
を
分
水
嶺
と
し
て
、
そ
の
前
後
の
中
国
物
に
は
歴
然
と
し
た
差
異
が
見
ら
れ
る
。
本
論
は
こ
の
差
異
に
着
眼
し
、
大
正
十
年
の
中
国
体
験
を
も
と
と
す
る
『
支
那
游
記
』
を
中
心
に
据
え
、
中
国
旅
行
前
後
の
九
つ
の
作
品
を
詳
細
に
考
察
し
た
上
で
、
芥
川
文
芸
に
お
け
る
中
国
表
象
の
有
り
様
と
そ
の
変
容
の
軌
跡
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 
 
ま
ず
芥
川
の
中
国
認
識
と
は
、
彼
が
幼
少
期
か
ら
親
し
ん
で
き
た
中
国
古
典
文
学
へ
の
憧
憬
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
古
典
文
学
に
基
づ
く
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
中
国
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
加
え
て
そ
の
認
識
は
、
同
時
代
の
作
家
た
ち
の
描
く
、
異
国
情
緒
に
溢
れ
た
中
国
物
か
ら
も
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
国
認
識
が
あ
っ
て
、
中
国
旅
行
以
前
に
は
、
異
国
情
緒
に
溢
れ
た
中
国
物
が
数
多
く
執
筆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
一
部
で
は
、
中
国
古
典
文
学
を
下
敷
き
に
し
て
創
作
さ
れ
た
『
杜
子
春
』
と
『
秋
山
図
』
、
近
代
の
南
京
を
舞
台
に
し
、
中
国
人
少
女
宋
金
花
の
〈
奇
跡
〉
の
物
語
を
語
る
『
南
京
の
基
督
』
、
さ
ら
に
は
日
清
戦
争
の
戦
後
を
背
景
と
し
、
中
国
人
女
性
お
蓮
の
〈
救
済
〉
の
物
語
を
描
き
出
し
た
『
奇
怪
な
再
会
』
と
い
う
、
い
ず
れ
も
芥
川
の
中
国
認
識
が
よ
く
窺
わ
れ
る
四
つ
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
中
国
旅
行
以
前
に
執
筆
さ
れ
た
中
国
物
に
見
ら
れ
る
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
に
溢
れ
た
中
国
表
象
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
各
作
品
の
主
題
を
も
明
ら
か
に
し
た
。 
大
正
十
年
、
芥
川
は
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
海
外
特
派
員
と
し
て
中
国
を
遍
歴
す
る
。
こ
の
中
国
旅
行
は
、
古
典
文
学
や
同
時
代
作
家
た
ち
の
中
国
物
を
介
し
て
構
築
し
た
芥
川
の
〈
中
国
〉
を
大
き
く
変
容
さ
せ
た
。
想
像
し
た
中
国
と
現
実
の
中
国
と
の
間
に
見
ら
れ
る
大
き
な
落
差
を
目
の
当
た
り
に
し
た
芥
川
は
、『
支
那
游
記
』
に
収
録
さ
れ
る
一
連
の
紀
行
文
に
お
い
て
、
か
つ
て
彼
が
抱
い
て
い
た
中
国
イ
メ
ー
ジ
が
も
は
や
変
貌
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
堕
落
し
て
い
く
現
実
の
中
国
に
対
す
る
失
望
の
情
、
あ
る
い
は
中
国
の
現
状
や
改
革
の
難
局
に
対
す
る
憂
慮
を
も
如
実
に
書
き
留
め
て
い
る
。
第
二
部
で
は
、
帰
国
後
中
国
で
の
体
験
を
咀
嚼
し
た
上
で
執
筆
し
た
『
上
海
游
記
』
、『
江
南
游
記
』
、『
北
京
日
記
抄
』
を
詳
細
に
分
析
し
、
芥
川
の
現
実
の
中
国
に
対
す
る
批
判
や
、
そ
の
中
国
の
変
化
の
一
因
を
な
し
て
い
る
日
本
の
中
国
へ
の
政
策
に
対
す
る
非
難
と
憂
慮
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
芥
川
が
一
連
の
紀
行
文
を
通
し
て
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
が
、
一
九
二
〇
年
代
と
い
う
時
代
性
が
色
濃
く
刻
印
さ
れ
、
新
し
い
動
き
を
孕
み
つ
つ
あ
る
〈
中
国
〉
で
あ
る
こ
と
を
も
明
ら
か
に
し
た
。 
芥
川
が
中
国
旅
行
を
通
し
て
獲
得
し
た
新
た
な
〈
目
〉
は
、
一
連
の
中
国
紀
行
文
に
は
勿
論
、
旅
行
以
後
の
中
国
物
の
創
作
や
、
延
い
て
は
彼
の
文
芸
位
相
に
も
極
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
戦
争
や
時
代
へ
の
見
識
を
一
段
と
深
め
さ
せ
た
中
国
体
験
は
、
芥
川
の
作
品
に
見
ら
れ
る
中
国
表
象
も
徐
々
に
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
か
ら
リ
ア
リ
ズ
ム
へ
と
転
化
さ
せ
た
。
こ
の
中
国
表
象
の
変
貌
は
大
正
十
一
年
に
発
表
さ
れ
た
『
将
軍
』
と
大
正
十
四
年
に
執
筆
さ
れ
た
『
湖
南
の
扇
』
に
お
い
て
、
特
に
顕
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
第
三
部
で
は
、
一
帝
国
軍
人
を
主
人
公
に
し
た
『
将
軍
』
と
「
情
熱
に
富
ん
だ
湖
南
の
民
」
を
回
想
し
て
、
長
沙
で
遭
遇
し
た
出
来
事
を
語
る
『
湖
南
の
扇
』
を
取
り
扱
い
、
大
正
十
年
の
中
国
旅
行
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
新
た
な
〈
目
〉
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
お
い
て
い
か
な
る
形
で
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を
論
述
し
、
ま
た
、
各
作
品
の
主
題
に
新
た
な
解
釈
を
加
え
る
と
同
時
に
、
旅
行
以
後
の
中
国
物
に
現
れ
て
い
る
中
国
表
象
の
有
り
様
と
そ
の
変
貌
を
明
ら
か
に
し
た
。 
 
以
上
の
よ
う
に
、
本
論
は
三
部
構
成
に
よ
っ
て
、
中
国
旅
行
前
後
の
九
つ
の
作
品
を
研
究
対
象
に
し
、
第
一
部
か
ら
第
三
部
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
中
国
物
の
作
品
へ
の
再
評
価
を
試
み
る
と
同
時
に
、
大
正
十
年
の
中
国
体
験
を
経
て
、
中
国
旅
行
以
前
の
作
品
に
見
ら
れ
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
〈
中
国
〉
が
作
品
の
中
か
ら
消
え
、
逆
に
『
上
海
游
記
』
、
『
江
南
游
記
』
な
ど
の
一
連
の
紀
行
文
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
新
し
い
動
き
を
孕
み
、
時
代
性
が
刻
み
込
ま
れ
た
〈
中
国
〉
が
次
第
に
現
れ
、
さ
ら
に
戦
争
や
時
代
を
語
る
『
将
軍
』
や
『
湖
南
の
扇
』
の
よ
う
な
作
品
が
創
作
さ
れ
る
と
い
う
一
連
の
変
遷
を
見
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
芥
川
の
中
国
物
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
〈
中
国
〉
と
そ
の
変
容
の
軌
跡
を
も
明
ら
か
に
し
得
た
と
言
え
よ
う
。 
